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世
界
最
低
レ
ベ
ル
の

日
本
の
女
性
活
躍
度

経
済
大
国
日
本
に
、
き
わ
め
て
後

進
的
だ
と
評
価
さ
れ
る
指
標
が
あ
る

こ
と
は
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
ダ
ボ
ス

会
議
が
毎
年
発
表
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
。
さ
ま
ざ

ま
な
領
域
に
お
け
る
男
女
間
格
差
を

示
し
た
も
の
だ
が
、
日
本
は
１
３
５

カ
国
中
１
０
１
位
で
あ
る
。
ち
な
み

に
日
本
と
同
様
最
低
レ
ベ
ル
の
韓
国

（
同
１
０
８
位
）
で
は
、
先
ご
ろ
保

守
的
な
高
年
齢
層
の
支
持
で
女
性
大

統
領
が
選
出
さ
れ
た
。
遅
れ
て
い
た

韓
国
女
性
の
活
躍
は
急
速
に
進
展
す

る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
で

は
、
上
場
企
業
の
非
常
勤
取
締
役
の

４
割
を
女
性
に
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
指
令
案
が
発
表
さ
れ
た
。
義
務

化
へ
の
反
対
は
根
強
く
、
否
決
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
指
令
案

が
公
表
さ
れ
る
だ
け
で
も
、
男
女
共

同
参
画
が
重
要
だ
と
い
う
社
会
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
日
本
に
お
い
て
も
多
く
の

企
業
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
注
力
し
、
女
性

上
司
も
め
ず
ら
し
く
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
１
９
８
９
年
度
と
２
０
１

１
年
度
の
女
性
管
理
職
比
率
を
み
る

と
、
係
長
で
５
・
０
％
か
ら
11
・
９

％
、
部
長
は
１
・
２
％
か
ら
４
・
５

％
に
改
善
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
た
の

は
86
年
で
あ
る
。
四
半
世
紀
で
こ
の

レ
ベ
ル
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か
。

マ
ク
ロ
経
済
・
企
業
経
営
上

重
要
な
の
に
進
ま
な
い

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
従
業
員
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
と
り
わ
け
女
性
活
躍
が

求
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
マ
ク

ロ
経
済
お
よ
び
企
業
経
営
上
も
女
性

の
参
入
・
活
躍
が
重
要
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
内
閣
府
の
男
女
共
同
参
画
会
議

で
は
、
女
性
就
業
希
望
者
（
３
４
２

万
人
）
が
全
員
就
業
し
た
と
す
る
と

雇
用
報
酬
額
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
・
５
％

に
あ
た
る
７
兆
円
に
な
る
と
試
算
し

た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ

ク
ス
証
券
は
、
日
本
で
女
性
就
業
率

が
男
性
並
み
に
上
昇
し
た
場
合
の
潜

在
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
15
％
程
度
と
予

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伍
し
て
い
く
た
め
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
は
必
須
だ
が
、
日
本
企
業
の
女
性
活
躍
度
は
世

界
最
低
レ
ベ
ル
だ
。
育
児
休
業
制
度
な
ど
は
拡
充
さ
れ
た
が
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
可
能
性
は
低
く
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
企
業
間
で
大
き
な
差
が
あ
る
。
解
決
の
た
め
に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
「
兼
業
主
婦
」

化
に
ど
う
対
処
す
る
か
が
カ
ギ
の
一
つ
と
な
る
。
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測
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
女
性
役
員
の
い
る
企
業
の

株
価
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

Ｘ
を
上
回
る
と
い
う
結
果
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
女
性
管
理
職
比
率
が
過
去

５
年
間
で
増
加
し
て
い
る
企
業
で
は

経
常
利
益
も
お
お
む
ね
増
加
傾
向
に

あ
る
と
の
調
査
結
果
（
注
）
や
、
山

口
一
男
・
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
の「
労

働
生
産
性
と
男
女
共
同
参
画
」、
山

本
勲
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
の「
上

場
企
業
に
お
け
る
女
性
活
用
と
企
業

業
績
に
つ
い
て
」
な
ど
多
く
の
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経

営
、
女
性
活
躍
は
遅
々
と
し
て
進
ん

で
い
な
い
。
図
表
１
は
、
女
性
活
躍

推
進
の
先
進
企
業
で
あ
る
資
生
堂
の

岩
田
喜
美
枝
顧
問
（
前
副
社
長
）
が

示
し
た
女
性
活
躍
の
た
め
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
あ
る
。
経
営
者
が
考
え
る

べ
き
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
と
は
、

「
女
性
は
子
ど
も
が
で
き
た
ら
退

職
」（
第
一
段
階
）
を
両
立
支
援
策

で
第
二
段
階
の
「
か
ろ
う
じ
て
仕
事

と
子
育
て
を
両
立
」
に
引
き
上
げ
、

男
女
両
方
に
向
け
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
対
策
の
充
実
と
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
障
害
を
取
り
除
き
、
同
時
に
企

業
風
土
も
変
え
な
が
ら
男
女
と
も
に

活
躍
で
き
る
人
が
活
躍
で
き
る
職
場

（
男
女
共
同
参
画
）
を
つ
く
る
、
と

い
う
段
階
を
踏
む
。
こ
れ
に
沿
っ

て
、
日
本
企
業
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

経
営
を
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
、
男
女
共
同
参
画
の
各
段
階
で
み

る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

両
立
可
能
性
は
い
ま
だ
低
い

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
主
と

し
て
少
子
化
対
策
の
一
環
で
論
じ
ら

れ
る
。
07
年
に
政
府
が
策
定
し
た

「『
子
ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日

本
』重
点
戦
略
」の
な
か
で
、「
職
場

に
お
け
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
」
に
加
え
て
、
社
会
全
体
で

の
「
包
括
的
な
次
世
代
育
成
支
援
の

枠
組
み
の
構
築
」「
家
庭
に
お
け
る

子
育
て
」
の
三
つ
を
同
時
並
行
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。
同
年

に
策
定
さ
れ
た
政
労
使
の
代
表
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
推
進
官
民
ト
ッ
プ
会
議
」
で
は

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
憲
章
」

と
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た

め
の
行
動
指
針
」
が
決
定
さ
れ
た
。

　

産
業
界
は
ど
う
か
。
経
団
連
が
11

年
６
月
に
実
施
し
た
「
人
事
・
労
務

に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、「
企
業
が

実
施
中
／
導
入
を
検
討
し
て
い
る
」

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
施
策
の
う

ち
最
多
が
「
育
児
介
護
休
暇
制
度
の

充
実
」（
77
・
４
％
）
で
、「
所
定
外

労
働
時
間
の
短
縮
」（
77
・
１
％
）、

「
介
護
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制

度
」（
76
・
１
％
）
な
ど
が
続
く
。

育
児
介
護
休
暇
制
度
の
充
実
で
は
、

経
済
産
業
研
究
所
の
調
査
（「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
へ
の

課
題
：
国
際
比
較
調
査
か
ら
の
示

唆
」
10
年
11
月
）
に
よ
る
と
、
従
業

員
１
０
０
０
人
以
上
の
企
業
の
64
％

が
法
定
を
上
回
る
制
度
を
も
つ
。
厚

生
労
働
省
の
「
11
年
度
雇
用
均
等
基

本
調
査
」に
よ
る
と
、短
時
間
勤
務
制

度
の
あ
る
事
業
所
は
全
体
の
64

・
５
％
。
ま
た
女
性
従
業
員
の

育
児
休
業
取
得
率
は
87
・
８
％

と
、
96
年
の
49
・
１
％
か
ら
確

実
に
上
が
っ
て
い
る
。し
か
し
、

男
性
の
取
得
率
状
況
は
２
・
63

％
に
す
ぎ
ず
、
女
性
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
は
あ
ま
り
に
大
き
い
。

　

一
方
、
出
産
を
機
に
仕
事
を

辞
め
る
女
性
の
割
合
は
05
〜
09

年
で
62
％
と
、
過
去
20
年
以
上

あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
し
か

し
、
正
規
職
員
に
限
る
と
、
第

一
子
出
産
で
も
就
業
を
継
続
す

る
割
合
が
40
・
４
％
（
85
〜
89

年
）
か
ら
52
・
８
％
（
05
〜
09

年
）
に
上
昇
し
、
育
休
を
取
得

す
る
割
合
も
13
％
か
ら
43
％
に

増
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
制
度

が
整
備
さ
れ
取
得
が
容
易
な
企

業
や
職
場
で
働
く
正
社
員
女
性

〔図表１〕 女性の活躍の３段階

女性は
子どもができたら
退職が当たり前

第１段階

男女ともに
子どもを育てながら

しっかり
キャリアアップ

第３段階

女性は
かろうじて仕事と
子育てを両立

第２段階

②ＷＬＢ実現のための
　全社員の働き方の見直し

①仕事と育児の両立支援

④社内風土の改革

③女性管理職の育成・登用のための
　ポジティブアクション

（出所）　岩田喜美枝　資生堂「イトーキプレゼンテーション2013」資料
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に
と
っ
て
育
児
休
業
制
度
は
有
効
と

い
え
る
。
一
方
で
、
育
児
休
業
を
と

ら
ず
に
辞
め
る
女
性
も
、
必
ず
し
も

本
人
が
辞
め
た
か
っ
た
か
ら
だ
、
と

は
い
い
き
れ
な
い
。
背
景
に
は
、
日

本
社
会
の
構
造
問
題
が
考
え
ら
れ

る
。
図
表
２
は
男
女
共
同
参
画
の
レ

ベ
ル
を
、「
仕
事
と
生
活
の
両
立
可

能
性
」「
子
育
て
支
援
の
充
実
度
」

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
選
択
の
多
様

性
」
の
３
側
面
で
表
し
国
際
比
較
し

た
も
の
だ
。
各
項
目
50
点
が
平
均
値

だ
が
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で

平
均
を
大
き
く
下
回
る
。
す
な
わ

ち
、
日
本
社
会
は
構
造
的
に
仕
事
と

生
活
の
両
立
可
能
性
が
低
く
、
社
会

や
家
族
に
よ
る
子
育
て
支
援
に
乏
し

く
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選

ぶ
の
も
む
ず
か
し
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

な
お
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

が
業
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
は
、
武
石
恵
美
子
法

政
大
学
教
授
が
日
独
英
各
国
で
行
っ

た
調
査
（「
国
際
比
較
の
視
点
か
ら

日
本
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
る
」
12
年
）
が
お
も
し
ろ

い
。
武
石
氏
は
結
論
と
し
て
、
日
本

企
業
の
業
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
効

果
的
な
対
策
は
労
働
時
間
削
減
の
取

組
み
で
あ
り
、
育
児
休
業
や
短
時
間

勤
務
制
度
の
効
果
は
限
定
的
だ
、
と

主
張
す
る
。
育
児
介
護
休
業
制
度
等

は
該
当
す
る
一
部
の
従
業
員
の
み
が

利
用
で
き
る
の
に
対
し
て
、
労
働
時

間
削
減
は
企
業
全
体
に
波
及
す
る
か

ら
だ
。
そ
し
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
に
は
、
休
業
制

度
な
ど
の
充
実
よ
り
も
、
管
理
職
が

部
下
の
支
援
や
育
成
の
重
要
性
を
理

解
し
、
そ
う
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

で
き
る
た
め
の
支
援
を
充
実
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
す

な
わ
ち
、
制
度
の
充
実
以
上
に
職
場

に
お
け
る
仕
事
管
理
や
時
間
管
理
を

重
視
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
い

う
。
こ
れ
は
、
男
女
共
同
参
画
の
仕

組
み
構
築
に
通
じ
る
も
の
だ
。

企
業
規
模
で
差
が
あ
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

　

で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
組
み

状
況
は
ど
う
か
。
厚
生
労
働
省
の

「
11
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
に

よ
る
と
、
企
業
規
模
に
よ
っ
て
差
は

大
き
く
、
５
０
０
０
人
以
上
の
企
業

で
は
78
・
８
％
が
取
り
組
む
が
、
30

人
以
上
の
企
業
全
体
で
は
31
・
７
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
と
比

べ
る
と
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

の
出
遅
れ
感
は
否

め
な
い
。
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

が
必
要
な
理
由
は

「
女
性
の
能
力
が

有
効
に
発
揮
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、

経
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
」（
65

・
１
％
）、「
男
女

と
も
に
職
務
遂
行

能
力
に
よ
っ
て
評

価
さ
れ
る
と
い
う

意
識
を
高
め
る
た

め
」（
61
・
１
％
）、

「
男
女
社
員
の
能

力
発
揮
が
生
産
性

向
上
や
競
争
力
強

化
に
つ
な
が
る
た

め
」（
49
・
４

％
）
な
ど
、
企
業

価
値
向
上
が
そ
の

目
的
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

で
は
、
女
性
従
業
員
の
認
識
は
ど

う
か
。
内
閣
府
の
調
査
（「
都
市
と

地
方
に
お
け
る
子
育
て
環
境
に
関
す

る
調
査
報
告
書
（
概
要
版
）」
12
年

３
月
）
に
よ
る
と
、
86
％
の
女
性
が

な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
働
く
意
思
を

も
つ
が
、
最
多
は
「
今
後
は
パ
ー
ト

〔図表２〕 日本・イタリア・韓国の社会環境指標

適正な労働時間

働き方の柔軟性

地域の子育て環境

日本
イタリア
韓国

70.0

50.0

0.0

子育て費用の軽減

スコア平均　38.8

家族による支援

家庭内役割分担の柔軟性

社会の多様性寛容度

雇用機会の均等度

Ⅳ. 若者の自立可能性

Ⅴ. 社会の安全・安心度

Ⅰ. 仕事と生活の
　  両立可能性

Ⅱ. 子育て支援の充実度

Ⅲ. ライフスタイル選択の
　  多様性

（出所）　「少子化と男女共同参画に関する社会環境の国際比較報告書」
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と
し
て
働
き
た
い
」（
45
・
３
％
）

で
あ
り
、「
今
後
は
／
今
後
も
、
正

社
員
と
し
て
働
き
た
い
」
は
25
・
８

％
、「
最
初
は
パ
ー
ト
と
し
て
働
く

が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
正
社
員
と
し
て
働

き
た
い
」
も
14
・
９
％
で
、
正
社
員

を
希
望
す
る
人
は
40
・
７
％
に
す
ぎ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
女
た
ち
の
働
く

理
由
は
「
家
計
補
助
」（
71
・
８

％
）、「
将
来
に
備
え
て
貯
蓄
」（
61

・
３
％
）
と
経
済
的
な
理
由
で
あ

り
、「
仕
事
を
通
じ
て
達
成
感
を
得

た
い
」（
15
・
２
％
）、「
い
ろ
い
ろ

な
人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち

た
い
か
ら
」（
25
・
３
％
）
な
ど
、

仕
事
に
喜
び
を
見
出
す
人
は
少
数
派

だ
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
女
性

に
や
る
気
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
08
年

に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（「
男

女
共
同
参
画
会
議
基
本
問
題
・
影
響

調
査
専
門
調
査
会
報
告
書
」
12
年
２

月
）
に
よ
る
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ

ー
が
職
場
で
心
苦
し
い
と
思
う
こ
と

は
「
子
ど
も
の
都
合
で
突
然
遅
刻
や

早
退
、
休
み
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
76
％
）、「
残
業
や
出
張
な

ど
が
で
き
な
い
」（
60
％
）、「
仕
事

を
量
的
・
質
的
に
思
う
よ
う
に
仕
上

げ
ら
れ
な
い
」（
55
・
４
％
）、「
責

任
の
大
き
い
仕
事
を
引
き
受
け
ら
れ

な
い
」（
41
％
）
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
は
活
躍
し
た
く
て
も
「
立
場
上
無

理
」
と
遠
慮
し
て
い
る
女
性
が
少
な

く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
子
持

ち
の
男
性
従
業
員
が
認
識
し
な
い
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。

古
い
価
値
観
が
維
持
さ
れ

「
兼
業
主
婦
」が
増
え
る

　

以
上
の
こ
と
か
ら
何
が
わ
か
る
の

か
。
日
本
は
官
民
あ
げ
て
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
進
め
て
き
た
。
そ

れ
は
男
女
と
も
に
仕
事
と
家
庭
の
責

任
を
も
つ
仕
組
み
を
目
指
し
た
は
ず

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
女
性
は
家

庭
」
の
古
い
価
値
観
は
維
持
さ
れ
て

い
る
の
で
、
女
性
の
職
場
進
出
と
同

時
に
進
め
る
べ
き
だ
っ
た
男
性
の
家

庭
進
出
は
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
男
女
と
も
に
人
材
を
育
て
能
力

を
評
価
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン
に
よ
る
人
事
制
度
の
確
立
も
不
十

分
で
あ
っ
た
。
育
休
制
度
の
充
実
で

出
産
し
て
も
職
場
復
帰
す
る
女
性
は

増
え
た
。
し
か
し
、
職
場
で
も
家
庭

で
も
「
家
庭
責
任
は
女
性
」
と
い
う

暗
黙
の
了
解
が
あ
る
た
め
、
彼
女
た

ち
の
な
か
に
は
一
見
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

マ
ン
だ
が
、
実
態
は
仕
事
よ
り
家
庭

を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
「
兼
業
主

婦
」
も
多
数
い
る
。
彼
女
た
ち
は
子

ど
も
の
た
め
残
業
や
出
張
は
で
き
な

い
な
ど
職
場
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

あ
げ
に
く
い
。
企
業
は
子
育
て
を
ハ

ン
デ
ィ
に
せ
ず
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
育
児
支
援
を
設
け
た
は
ず
だ
が
、

家
庭
責
任
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
引
き

続
き
も
つ
従
業
員
が
増
え
、
な
か
に

は
権
利
を
最
大
限
に
主
張
す
る
モ
ラ

ル
の
低
い
従
業
員
も
出
現
し
、
そ
れ

が
職
場
内
に
軋
轢
を
生
ん
で
「
女
性

は
使
い
に
く
い
」
と
い
う
印
象
を
残

し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
経
営
層
も

女
性
活
躍
が
企
業
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

と
い
わ
れ
て
も
反
応
し
な
い
の
だ
。

　

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
多
様
化

す
る
社
会
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、

男
女
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
経
営
体

制
が
必
須
で
あ
る
。
安
倍
政
権
も

「
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地
位

に
あ
る
女
性
比
率
30
％
以
上
」
を
掲

げ
て
い
る
。
育
児
支
援
に
か
た
よ
る

こ
と
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
自
分
の
能
力

を
発
揮
で
き
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
①
家
庭
責

任
は
男
女
が
平
等
に
シ
ェ
ア
す
る
も

の
と
い
う
価
値
観
を
浸
透
さ
せ
、
②

社
会
全
体
で
男
性
に
向
け
た
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
策
を
強
力
に
推
進

し
、
③
企
業
で
は
男
女
の
差
や
家
庭

の
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
能

力
が
発
揮
さ
れ
評
価
さ
れ
る
人
事
制

度
を
確
立
し
、
そ
し
て
経
営
者
自
ら

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。＊　　

＊　
　

＊

　

本
稿
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
論
文

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
：
い
ま
だ

「
女
性
」が
課
題
の
日
本
企
業
〜
変
え

る
に
は
何
が
必
要
か
〜
」
の
全
文
は

３
月
１
日
に
大
和
総
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
公
開
予
定
。

（
注
）　
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
実
践

研
修
テ
キ
ス
ト
」（
10
年
度
厚
生
労

働
省
委
託
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

展
開
事
業
、
み
ず
ほ
情
報
総
研
）

か
わ
ぐ
ち

　ま
り
こ

86
年
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科

修
士
課
程
（
環
境
経
済
）
修
了
。
同

年
大
和
証
券
入
社
、
91
年
大
和
総
研

に
転
籍
し
環
境
経
営
、
Ｓ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
の
調
査
に
従
事
。
大
和
証
券
グ

ル
ー
プ
本
社
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
長
、
大
和
総

研
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
調
査
部
長
を
歴

任
。
12
年
か
ら
現
職
。


